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障害保健福祉部障害福祉課

障害福祉サービス等の利用者負担等に係るＱ＆Ａの送付について

　平素より、障害福祉行政にご尽力をいただき厚く御礼申し上げます。

障害福祉サービス等の利用者負担及び支給決定に関し、特に問い合わせの多い事項について、別添のとおり整理しましたので、御了知の上、適切に取り扱われるようお願いいたします。
なお、都道府県におかれましては、貴管内市（区）町村に周知いただくよう、よろしくお取り計らい願います。
	厚生労働省 社会・援護局 障害保健福祉部  

障害福祉課 企画法令係

電話：03-5253-1111（内線3046・3148・3092）


障害福祉サービス等の利用者負担に係るＱ＆Ａ
平成１９年５月２４日
	Ｑ　施設入所している生活保護受給者について、その月の日数により補足給付額が実費算定額を下回り、利用者負担が発生するケースがあるが、どのように取り扱うか。


Ａ　生活保護受給者については、出来る限り、光熱水費を日額計算としてもらうこととする。月額計算により発生する差額については、利用者に対して負担を求めないこととする。（認定収入額０円の者についても同様の取扱いとする。）
※　本年４月より補足給付の限度額を撤廃し、５８，０００円まで支給することとしたため、光熱水費を月額計算している場合は、月の日数により実費算定額と補足給付額に差額が生じていたところ。これについて光熱水費を日額計算することにより、利用者負担が発生することがないようにするもの。
なお、平成１９年４月利用分については、すでに請求が終わっているのでこの限りではない。
	Ｑ　月の途中で異なる市町村へ転出、転入したときは、負担上限月額の管理及び高額障害福祉サービス費の算定についてどのように取り扱えばよいか。


Ａ　市町村間の住所の異動があり、支給決定を行う市町村が異なる場合は、それぞれで、負担上限月額の管理及び高額障害福祉サービス費の算定を行うこととし、同一月の市町村間の調整は行わない。（介護保険と同様の取扱いとなる。）
　　　　　
	Ｑ　児童が１７歳から１８歳になり、支給決定を受ける者が保護者から本人に変わる際、支給決定を受ける者の変更は誕生日をもって行うのか。


Ａ　本来、支給決定を受ける者の変更は１８歳の誕生日をもって行うべきであるが、利用者負担がそれぞれに対し発生し、利用者にとって不利になることも考えられるので、運用上、誕生日の属する月の翌月からの変更としても差し支えない。（ただし、誕生日が月の初日の場合は、当月より変更する。）
以　　上
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